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第 2725回例会 

第 2780 地区 第９グループ 

湯河原 

会長 石田 浩二 
幹事 小倉 高代 

事務所 神奈川県足柄下郡湯河原町宮上 

湯河原町宮上 566  
湯河原町温泉観光協会内 

例会場 静岡県熱海市泉 107 
ニューウェルシティ湯河原 

例会日 毎週金曜日 12:30～13:30 

ロータリークラブ 

国際ロータリー2018-19 

RI 会長 バリー・ラシン 

第 2780 地区 

ガバナー 脇 洋一郎 

2 月【平和と紛争予防／紛争解決月間】 

例会 第 2752 回 

例会の予定 

会長挨拶 
2 月に入りますと、湯河原は「梅林」が開催されます。 

3 月 10 日まで行われております。 

今年は桜もあちこちで咲き始めております。 

また、インフルエンザも非常に流行っておりますのでくれぐれもみなさま、 

健康管理には十分気を付けてくださいませ。 

ロータリーの特別行事として今月は「平和と紛争予防／紛争解決月間」です。 

少し調べてみましたら、 

2014 年 10 月 RI 理事会は、２月を重点分野：「平和と紛争予防／紛争解決月間」とし

た。紛争予防と仲裁に関する、若者（将来にリーダーとなることが望まれる人）を対象

とした研修の実施、紛争地域における平和構築の支援、平和と紛争予防／紛争解決に関

連した仕事に従事することを目指す専門職業人のための奨学金支援を強調する月間で

ある。と記載されておりました。 

 

また、紛争や迫害によって住むところを失った 

人びとは何百万人もおり、紛争被害者の実に 90 

％が一般市民で、その半数が子どもだといわれ 

ています。 

ロータリーでは、貧困、不平等、民族対立、教育 

や機会の欠如といった、争いの温床となる問題へ 

の取り組みのほか、紛争を抑止・仲裁するための 

スキル研修や難民支援など、さまざまな平和活動 

に取り組んでいます。 

出
席
報
告 

ゲスト １名 ビジター ０名 会員２５名 

欠席  ９名（免除者２名） 前回の修正出席率 ８６．３６％ 

出席率 ６９．５６％ 前々回の修正出席率 ８０．９５％ 

事前メークアップ １名 ゲスト ㈱ＬＩＸＩＬ 坂本太一様 

幹事報告 
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平成 31 年 2月 8 日(金) 

天候 曇り 

合唱 我らの生業 

インスピレーションになろう 

・2 月 15 日(金) 
  卓話：佐藤泰文君 
 
・2 月 22 日(金) 
  卓話：浅田真隆君 
 
・3 月 1 日(金) 
  卓話：佐藤友彦君 
 
・3 月 8 日(金) 
  卓話：土屋一弘君 
 

幹事報告 

ガバナーより 

1．会長エレクト研修セミナー(ＰＥＴＳ)開催のお知らせ 

 日時：３月１２日(火)１０時～１８時 

 場所：藤沢商工会館ﾐﾅﾊﾟｰｸ３階･５階会議室 

 登録料；１クラブにつき１０，０００円 

回答期限：２月２２日(金) 

 

連絡事項 無し 

1.開会点鐘 
2.ロータリーソング 
3.ビジター紹介 
5.会食 
6.会長挨拶 
7.幹事報告 
8.出席報告 
9.スマイルＢＯＸ 
 

10. 卓話：渡辺久恭君 
11.閉会点鐘 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

スマイル BOX 
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（２／８～２／１４） 

・ご夫人誕生日 櫻井武志君（ゆき江様・１／２７） 
・西山敦君 ２月３日、五所神社節分祭が盛況でした。 
・高知尾朝行君 ２月３日、五所神社節分祭で豆まきをさせていただきました。 
・高知尾朝行君 ２月５日、広河原稲荷の例祭と直会が無事終了しました。 
・高杉尚男君  
２月５日の広河原稲荷例祭及び尚会に参加致しました。直会で奉賛会会長代行 
として挨拶させて頂きました。 
渡辺久恭君 ２月５日、広河原稲荷例祭の直会の司会無事に勤めさせて頂き 
ました。 

卓話：渡辺久恭君 ゲスト ㈱ＬＩＸＩＬ 坂本太一様 

LIXIL が考える災害時のトイレ 
 
① 災害時のトイレの課題 
●災害時のトイレ事情 
し尿の処理は水や食料の確保と同じく課題⇒断水によりトイレ使 
用不可 
衛生環境の悪化につながる。 
トイレには災害用トイレある。携帯トイレ、簡易トイレなどなど 
仮説トイレは場所の問題あり。 
トイレ問題は災害関連死の一要因になる。 
災害関連死の３０．９％が避難所などにおける肉体・精神的疲労 
内閣府もガイドラインを設けて生活の質の向上を促している 
徳島県での例を説明 
●熊本地震でのケーススタディ 
熊本地震での LIXIL 社員の被災状況を説明 
家屋被害と避難先の状況 
避難先トイレの使用状況は８０％ほど使用可能 バケツを使用して 
の例を説明 
災害用トイレ・水洗トイレともメリット・デメリットあり。 
●地方公共団体の準備状況と課題 
ヒアリングの結果ほとんどの自治体が地震を想定している。 
災害用トイレを備えてるがいろいろ懸念あり。 
 本設トイレ・災害用トイレともにデメリットあり。 
 
② 解決策 
●LIXIL が考える災害配慮トイレ／レジリエンストイレ 
レジリエンストイレの紹介 
平常時は５L で災害時に１L に切り替えできる。平常時は普通のト 
イレと変わらない。 
１L 切り替えの操作説明と水洗便器排水の説明 強制開閉弁排出機能 
実証実験の例 3 か所で実証実験の例を説明 
3 か所とも試験結果には問題はなし 
災害時にはハード面ではなくソフト面の向上もレジリエンストイレを 
今後地方自治体に積極的に PR 活動していく 


